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町の人 口 

（昭和62年5月31日） 

3.969 (- 7 ) 
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8.395 (-ii ) 

2,775 (-13 ) 

男 

女
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ロ
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月20

日は方城町長選挙の投票日です 

、 向栂 亜 
所I 第1 投票所 青年婦人研修所 

シ ーa._._一 j、 ノl第2投票所 方城中学校体育館 ミ 

⑥時 間   午前7時かり午後6 時まで 
' = 
' = 
= = 
~ ~ 

・ 

j ⑥開票時間   午後7時30 分より i 

、 

あ
な
た
の
一
票
を
大
切
に
／
 

地
方
選
挙
は
、
住
民
が
地
方
自
治
体
 

考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

の
政
治
に
参
加
し
、
住
民
の
意
志
を
反
 

候
補
者
の
街
頭
演
説
、
個
人
演
説
等
 

映
さ
せ
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
 

を
よ
く
聞
い
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
、
あ
な
 

⑥
不
在
者
投
票
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
 

た
の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。
 

一つ。 

＠
明
る
い
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
・
つ
。
 

9
月
 20
 

日
の
方
城
町
長
選
挙
の
投
票
 

買
収
、
供
応
、
義
理
人
情
な
ど
に
ま
 

日
に
、
仕
事
や
、
や
む
を
え
な
い
用
件
 

ど
わ
さ
れ
ず
、
何
も
の
に
も
拘
束
さ
れ
 

病
気
等
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
 

な
い
自
由
で
自
主
的
な
明
る
い
投
票
が
 

め
に
、
選
挙
の
告
示
日
（
9
月
 15
 

日） 

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

か
ら
投
票
日
の
前
日
（
9
月
 19
 

日
）
ま
 

⑥
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し
ま
し
よ
・
つ
。
 

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

選
挙
の
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
金
の
 

く
わ
し
い
こ
と
は
方
城
町
選
挙
管
理
 

か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し
 

委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

ま
し
ょ
う
。
 

方
城
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
 

⑨
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
 

方

城

町

選

挙

管

理

委

員

会

 

選
挙
人
名
簿
に
の
っ
て
い
ま
す
か
？
 

9
月
 20
 

日
執
行
の
方
城
町
長
選
挙
に
 

つ
い
て
、
選
挙
権
を
有
す
る
た
め
に
は
 

次
の
要
件
が
必
要
で
す
。
 

m
 

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。
 

②
 
年
令
満
 20
 

才
以
上
の
も
の
で
あ
る
 

こ
と
。
 

（
昭
和
 42
 

年
9

月
 21
 

日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
者
。
 

⑧
 
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日
（
転
入
 

届
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
当
該
届
出
 

の
日
）
か
ら
引
き
続
き
3

カ
月
以
上
 

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
 

者
で
あ
る
こ
と
。
 

（
昭
和
 
62
 

年
6

月
 

14
 

日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
 

い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
 

い
る
者
。
 

H
暴
力
追
放
は
皆
ん
な
の
手
で
H
 
「
小
さ
な
こ
と
で
も
一
 

さ
ら
に
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
 

管
理
委
員
会
が
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
 

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん。 選
挙
人
名
簿
は
住
民
基
本
台
帳
に
登
 

録
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
そ
の
氏
 

名
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月
日
な
ど
を
 

記
載
し
た
公
簿
で
す
。
 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
 

は
、
ま
ず
住
民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
 

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
は
9

月
 15
 

日
か
 

ら
 16
 

日
ま
で
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
い
 

ま
す
。
 

一
〇
番
」
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山
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農
業
委
員
決
ま
る
ノ
‘
 

会
長
に
武
内
昭
英
氏
を
選
出
 

七
月
十
二
日
執
行
の
農
業
委
員
会
委
 

員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、
立
候
補
届
出
 

を
7

月
7

日
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、
選
 

挙
に
よ
る
委
員
定
員
 12
 

名
に
対
し
、
立
 

候
補
届
者
が
 12
 

名
で
全
員
無
投
票
当
選
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
早
速
 

当
選
証
書
授
与
式
を
、
7
月
 13
 

日
に
行
 

い
ま
し
た
。
 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
田
中
光
 

男
さ
ん
は
 
「
当
選
お
め
で
と
う
、
今
後
 

の
農
業
問
題
は
む
つ
か
し
い
局
面
を
迎
 

え
て
い
る
の
で
皆
様
方
の
活
躍
を
期
待
 

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
当
選
 

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
農
業
委
員
に
は
、
選
挙
に
よ
る
 

委
員
（
 12
 

名
）
選
任
に
よ
る
委
員
（
7
 

名
）
が
あ
り
ま
す
が
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
町
議
会
推
せ
ん
に
よ
る
委
員
 

山
本
喜
一
、
村
田
連
、
竹
下
末
弘
、
 

松
島
忠
、
石
橋
静
 

⑥
田
川
農
協
推
せ
ん
に
よ
る
委
員
 

仲
谷
松
男
 

⑥
下
田
川
共
済
組
合
推
せ
ん
に
よ
る
委
 

明
る
い
選
挙
推
進
を
誓
っ
て
 

田
川
地
区
明
推
協
推
進
大
会
開
催
 

田
川
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
 

（
会
長
、
坂
田
荒
次
郎
）
で
は
、
7

月
 

29
 

日
、
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
で
、
 

昭
和
 61
 

年
度
の
総
会
及
び
推
進
大
会
を
 

開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
の
田
川
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
 

議
会
は
、
田
川
市
郡
の
各
市
町
村
か
ら
 

各
1

団
体
が
参
加
し
て
構
成
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

本
年
度
は
統
一
地
方
選
挙
及
び
農
業
 
一 

員
 

中
村
政
春
 

⑥
公
選
に
よ
る
委
員
 

町
村
が
行
い
ま
し
た
。
 

明
る
い
選
挙
推
進
大
会
で
は
、
毎
日
 

新
聞
社
福
岡
総
局
長
、
一
木
修
氏
が
「
 

政
局
の
動
向
」
 
と
題
し
て
講
演
を
し
、
 

大
会
を
一
層
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
 

最
後
に
9
月
に
行
わ
れ
る
方
城
町
長
 

選
挙
に
お
け
る
、
明
る
い
選
挙
の
呼
び
 

か
け
（
パ
レ
ー
ド
）
を
実
施
す
る
事
を
 

皆
ん
な
で
誓
い
あ
い
ま
し
た
。
 

武
内
昭
英
、
中
山
信
義
、
坂
井
七
五
 

」
蔵
、
原
田
幸
美
、
久
富
峯
雄
、
持
丸
 

英
彦
、
石
田
利
文
、
白
石
純
一
郎
、
渡
 

利
明
、
太
田
貢
、
黒
田
真
利
、
山
口
光
 

麿
 

〔
敬
称
略
〕
 

ま
た
、
7

月
 24
 

日
初
会
議
を
開
催
、
 

役
員
等
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
会
長
に
 

武
内
昭
英
氏
、
副
会
長
に
中
山
信
義
氏
 

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
ノ
‘
 

お
済
み
で
す
か
？
 
国
民
年
金
の
届
出
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
国
民
年
 

金
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
。
 

20 

歳
以
上
 60
 

歳
未
満
の
人
は
、
全
員
 

が
国
民
年
金
の
加
入
者
で
す
。
 

ご
主
人
が
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
 

済
組
合
の
加
入
者
で
、
そ
の
ご
主
人
に
 

扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
 
「
第
3
 

号
鳶
（
保
険
者
」
と
い
う
資
格
で
国
民
年
 

金
に
加
入
し
ま
す
。
 

〇
手
続
き
方
法
 

「
第
3
号
被
保
険
者
」
 
と
な
る
た
め
 

の
手
続
き
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
 

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
う
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
手
続
き
を
し
ま
す
と
、
保
険
料
 

は
ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
 

年
金
手
帳
を
大
切
に
 

ー
記
号
番
号
を
覚
え
ま
し
ょ
う
ー
 

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
等
が
あ
り
、
定
 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
 

期
総
会
の
日
程
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
o

一
し
ま
す
と
、
共
通
の
年
金
手
帳
が
受
け
 

総
会
で
は
、
 
61
 

年
度
事
業
報
告
及
び
 
ー
ら
れ
ま
す
。
 

決
算
報
告
、
 
62
 

年
度
事
業
計
画
及
び
予
 
！ 

こ
の
手
帳
に
は
、
年
金
制
度
ご
と
の
 

算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
続
い
て
 
一
加
入
者
氏
名
と
記
号
番
号
が
記
入
さ
れ
 

活
動
状
況
の
発
表
を
、
添
田
町
他
4

カ
 

ー
ま
す
o

U
e
記
号
番
号
は
、
そ
の
人
の
 

一
生
を
通
じ
て
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
、
 

保
険
料
を
納
め
た
事
実
な
ど
、
年
金
を
 

受
け
る
の
に
必
要
な
記
録
の
保
管
が
、
 

す
べ
て
こ
の
記
号
番
号
に
基
づ
い
て
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
年
金
手
帳
を
失
っ
た
り
、
 

保
険
ま
た
は
共
済
組
合
か
ら
ま
と
め
て
 

負
担
し
ま
す
か
ら
、
ご
自
分
で
納
め
る
 

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〇
届
け
出
が
お
く
れ
る
と
大
変
 

「
第
3
号
被
保
険
者
」
に
該
当
し
て
 

い
る
人
で
、
届
け
出
が
お
く
れ
ま
す
と
将
 

来
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
 

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

ま
だ
届
け
出
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
 

は
、
今
す
ぐ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
 

〇
人
生
の
節
目
、
節
目
に
届
け
出
を
 

「
第
3
号
被
保
険
者
」
 
の
届
け
出
を
 

し
た
後
に
、
本
人
が
就
職
し
た
り
、
ご
 

主
人
が
転
職
・
退
職
な
ど
の
場
合
も
、
 

そ
の
つ
ど
市
区
町
村
役
場
で
国
民
年
金
 

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

汚
し
た
り
、
破
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
一
 

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
の
一
 

国
民
年
金
係
へ
申
し
出
て
再
発
行
し
て
一
 

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
同
じ
制
度
の
記
号
番
号
を

二
一 

つ
以
上
持
っ
て
い
る
人
は
、
社
会
保
険
一
 

事
務
所
へ
申
し
出
て
ー
つ
の
記
号
番
号
一
 

に
ま
と
め
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

一 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

十
代
と
別
れ
、
心
構
も
新
た
に
 

九
十
七
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
 

恒
例
の
方
城
町
成
人
式
（
衣
服
が
簡
 

素
、
又
盆
の
帰
省
で
出
席
し
や
す
い
と
 

い
う
こ
と
で
）
が
盆
の
8

月
 15
 

日
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

本
年
度
成
人
者
の
対
象
者
は
昭
和
 42
 

年
4

月
2

日
か
ら
 43
 

年
4

月
1

日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
 97
 

名
 

で
す
。
 

中
央
公
民
館
の
 

会
場
で
は
、
午
前
 10
 

時
に
 57
 

人
が
出
席
 

し
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

香
月
黙
柄
（
も
く
の
う
）
教
育
長
が
 

「
生
活
の
基
盤
は
方
城
町
で
な
く
て
も
 

皆
さ
ん
の
故
郷
は
方
城
町
で
す
の
で
故
 

郷
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
、
又
正
し
い
 

判
断
の
も
と
に
選
挙
権
を
行
使
し
て
ほ
 

し
い
」
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

新
成
人
を
代
表
し
て
中
川
洋
昌
さ
ん
 

「
生
活
と
行
動
に
責
任
を
取
る
大
 

大
人
に
な
り
ま
す
」
 
と
誓
い
の
 

言
葉
を
の
べ
ま
し
た
。
 

講
演
で
は
福
岡
県
明
る
い
 

選
挙
推
進
協
議
会
委
員
 

の
久
家
貞
美
委
員
か
ら
 

講
話
を
聞
き
、
大
人
の
 

仲
間
入
り
し
た
心
構
え
 

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
公
民
館
 

広
場
に
「
十
代
の
別
れ
」
 

を
記
入
し
た
紙
を
瓶
に
入
れ
 

て
埋
め
、
 

「
は
た
ち
の
旅
立
ち
」
 

を
書
い
た
紙
を
風
船
に
つ
け
、
大
空
に
 

飛
ば
し
ま
し
た
。
 

第
 30 

回
子
ど
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

久
六
子
ど
も
会
チ
ー
ム
が
優
勝
ク
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
8

月
2

日
、
第
 30
 

回
子
ど
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
 21
 

チ
ー
ム
の
選
手
達
は
、
 

4
会
場
に
分
散
し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
 

し
た
。
 

決
勝
戦
は
久
六
子
ど
も
会
チ
ー
ム
と
 

新
門
子
ど
も
会
チ
ー
ム
の
素
晴
ら
し
い
 

試
合
で
し
た
が
、
結
局
久
六
子
ど
も
会
 

チ
ー
ム
が
優
勝
旗
を
手
中
に
収
め
る
こ
 

夫曹I」」― 

オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
と
き
に
は
、
ヘ
 

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
。
こ
れ
は
ラ
イ
ダ
 

ー
の
常
識
で
す
。
ま
た
、
道
路
交
通
法
 

で
も
、
す
べ
て
の
道
路
に
お
い
て
オ
ー
 

ト
バ
イ
に
乗
る
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
 

着
用
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

「
暑
い
か
ら
」
 

「
髪
が
乱
れ
る
か
ら
」
 

「
だ
れ
も
見
て
い
な
い
か
ら
」
 
と
い
っ
 

て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
運
 

転
す
る
人
も
、
少
な
か
ら
ず
い
る
よ
う
 

で
す
。
 

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は
、
 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期
間
で
す
。
 

そ
こ
で
も
う
一
度
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
機
 

能
や
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
 

・つ。 
顔
を
守
る
 

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
役
目
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
、
転
倒
な
ど
の
万
一
 

の
事
故
か
ら
頭
を
守
る
こ
と
だ
け
に
使
 

う
装
備
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
 

ん
か
。
確
か
に
、
事
故
か
ら
頭
を
守
る
 

の
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
第
一
の
ガ
使
命
ガ
 

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
 

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・
優
 

勝
 
久
六
子
ど
も
会
チ
ー
ム
 

・
準
優
勝
 
新
門
子
ど
も
会
チ
ー
ム
 

・
第
3

位
 
春
田
子
ど
も
会
チ
ー
ム
 

後
谷
子
ど
も
会
チ
ー
ム
 

な
お
、
優
勝
、
準
優
勝
し
た
チ
ー
ム
 

の
選
手
を
中
心
に
し
て
、
他
チ
ー
ム
か
 

ら
も
補
強
し
て
田
川
郡
ス
ポ
ー
ッ
大
会
 

と
、
下
田
川
ス
ポ
ー
ッ
大
会
に
参
加
す
 

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

ま
せ
ん
。
そ
の
ク
威
力
ク
は
、
走
行
中
 

に
も
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
車
で
い
え
ば
、
 
フ
ロ
 

ン
ト
ガ
ラ
ス
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
 

特
に
顔
の
部
分
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
 

シ
ー
ル
ド
グ
ラ
ス
で
お
お
っ
て
あ
る
も
 

の
は
、
そ
の
効
果
が
よ
り
大
き
く
な
り
 

ま
す
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た
効
 

果
で
し
ょ
う
か
。
 

走
行
中
、
顔
に
雨
が
当
た
る
だ
け
で
 

も
、
相
当
の
痛
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
 

で
す
。
ま
し
て
や
飛
ん
で
き
た
虫
や
砂
 

が
顔
に
当
た
っ
た
り
、
前
の
車
が
巻
き
 

上
げ
た
小
石
が
顔
に
当
た
っ
た
と
き
は
 

痛
み
で
運
転
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
 

予
期
せ
ぬ
出
来
事
か
ら
身
を
守
り
、
事
 

故
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
あ
る
の
で
す
。
 

過
信
は
禁
物
 

転
倒
し
な
い
運
転
を
 

で
は
、
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
 

さ
え
す
れ
ば
安
全
か
と
い
う
と
、
そ
う
 

と
ば
か
り
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
ヘ
ル
 

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
て
も
、
死
亡
し
 

た
事
故
は
多
数
あ
り
ま
す
。
事
故
の
衝
 

撃
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
耐
え
ら
れ
て
も
、
 

生
身
の
体
が
耐
え
ら
れ
ず
死
に
至
っ
た
 

ケ
ー
ス
で
す
。
 

オ
ー
ト
バ
イ
の
運
転
で
大
切
な
の
は
 

ま
ず
転
倒
し
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
 

め
に
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
 

転
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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一
 n

り
 

お

知

ら

せ

 

麟一 

⑥
胃
ガ
ン
検
診
 

と
き
…
9
月
 18
 

日
（
金
曜
）
 

時
間
…
（
受
付
）
午
前
9

時
5
9
時
 

30
 

分
ま
で
 

場
所
…
方
城
町
中
央
公
民
館
 

検
診
料
…
一
、
八
〇
〇
円
 

＠
乳
児
相
談
 

と
き
…
 10
 

月
1

日
（
木
曜
日
）
 

時
間
…
午
前
 10
 

時
5
 11 

時
 30
 

分
ま
で
 

場
所
…
方
城
町
中
央
公
民
館
 

⑥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
一
般
）
 

と
き
…
 10
 

月
 19
 

日
（
月
曜
）
 

場
所
…
町
民
体
育
館
 

と
き
…
 10
 

月
 30
 

日
（
金
曜
）
 

場
所
…
方
城
町
青
年
婦
人
研
修
所
 

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
 30
 

分
か
 

ら
2
時
 30
 

分
ま
で
 

福

岡

県

警

察

官

募

集

 

〇
第
一
次
試
験
日
・
第
二
次
試
験
日
 

10
 

月
 25
 

日
（
日
）
・
 
11
 

月
下
旬
 

〇
受
付
期
間
 

9
月
1

日
因
5
9

月
 30
 

日
困
 

〇
採
用
予
定
 
昭
和
 63
 

年
4

月
以
降
 

〇
受
験
資
格
 

（
男
子
警
察
官
）
 

昭
和
 35
 

年
4

月
2

日
ー
昭
和
 45
 

年
4
 

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
（
昭
 

和
 63
 

年
卒
業
見
込
含
む
）
 

（
婦
人
警
察
官
）
 

昭
和
 38
 

年
4

月
2

日
5
昭
和
 45
 

年
4
 

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
 

〇
試
験
地
 

（
男
子
警
察
官
）
 

福
岡
市
、
北
九
州
市
、
飯
塚
市
、
久
 

留
米
市
 

（
婦
人
警
察
官
）
福
岡
市
 

〇
採
用
予
定
人
員
 

（
男
子
警
察
官
）
約
 60
 

人
 

（
婦
人
警
察
官
）
約
 25
 

人
 

〇
身
体
基
準
 

（
男
子
警
察
官
）
 

9
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

1

ロ『］ 

10
 

日
 

11
 

日
 

15
 

日
 

20
 

日
 

23
 

日
 

24
 

日
 

身
長
 

胸
囲
 

体
重
 防

災
の
日
 

一
一
百
十
日
 

十
五
夜
 

田
川
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
 

議
会
（
田
川
市
ほ
か
9

カ
町
村
 

）
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
 

敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
、
 

方
城
町
長
選
挙
告
示
 

航
空
の
日
、
動
物
愛
護
週
間
、
 

方
城
町
長
選
挙
投
票
日
 

秋
分
の
日
 

結
核
予
防
週
間
 

1
6
0

セ
ン
チ
以
上
 

7
8

セ
ン
チ
以
上
 

4
7

キ
ロ
以
上
 

（
婦
人
警
察
官
）
 

身
長
 

胸
囲
 

体
重
 

1
5
2

セ
ン
チ
以
上
 

身
長
の
％
以
上
 

4
5

キ
ロ
以
上
 

特
別
国
家
公
務
員
自
衛
官
募
集
中
 

〇
ニ
等
陸
士
（
資
格
）
 
18
 

才
以
上
 25
 

才
 

未
満
、
 

（
受
付
期
間
）
年
間
を
通
じ
 

て
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

（
一
次
試
験
 

）
受
付
時
に
指
定
し
ま
す
。
来
春
高
 

卒
予
定
者
は
9

月
 16
 

日
以
降
 

〇
航
空
学
生
（
資
格
）
高
卒
（
見
込
）
 

20
 

才
未
満
、
 

（
受
付
期
間
）
8
月
1
 

日
1
9

月
 26
 

日、 

（
一
次
試
験
）
 
10
 

月
3

日
 

〇
一
航
曹
候
補
学
生
（
資
格
）
高
卒
（
 

見
込
）
 
21
 

才
未
満
、
 

（
受
付
期
間
）
 

8
月
1

日
5
 10
 

月
9

日、 

（
一
次
試
 

験） 

10
 

月
 18
 

日
 

〇
防
衛
大
学
校
学
生
（
資
格
）
高
卒
（
 

見
込
）
 
21
 

才
未
満
、
 

（
受
付
期
間
）
 

10
 

月
1

日
5
 10
 

月
 24
 

日、 

験） 

11
 

月
3

日
4

日
 

（
一
次
試
 

〇
問
い
合
せ
先
…
自
衛
隊
福
岡
地
方
連
 

絡
部
飯
塚
募
集
事
務
所
、
回
0
9
4
 

8

・
n
乙
n
ノ
］
・
4
《
8
4
'［ー 

広 報 

ほうじょう 
(153号） 

I 用件は 

正しくあわてず羽目番 
●救急車を呼ぶときの3つのポイント● 

1 救急事故などの発生場所と近くの目標 

2 どのようなケガか病気か 

3 ケガ人や病人の現在の容態（簡単に） 

月9日は「救急の日ノ 
'.．・・・、」，・“、，. 

昭
和
六
十
二
年
九
月
一
日
発
行
 

発
 
行
 

編
 
集
 

印
 
刷 

協総方 

和 
城 

務町 
印 役 

刷課場 


